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検索

事
業
計
画
・
保
険
料

事
業
計
画
・
保
険
料

事
業
内
容

事
業
内
容

記
念
講
演

記
念
講
演樋野興夫先生

閉
会
あ
い
さ
つ

閉
会
あ
い
さ
つ

公

示

公

示

冒
頭
、
石
村
理
事
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
ま
し
た
。

国
保
組
合
を
め
ぐ
る
情
勢
の
報

告
に
続
き
、
24
年
度
事
業
計
画
や

保
険
料
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
よ
る
は
が
き
要
請
・
議
員
訪

問
等
の
旺
盛
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
24
年
度
も
国
・
都
の
補
助
金

は
現
行
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
保
組
合
の
財
政
状

況
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
23
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
1
世
帯
あ
た
り
実
質
収
支
マ

イ
ナ
ス
3
5
2
0
円
（
月
額
）
を

見
込
ん
だ
上
で
、
剰
余
金
・
積
立

金
（
財
政
余
力
）
を
充
て
る
こ
と

で
、
保
険
料
は
据
え
置
き
（
介
護

保
険
は
1
0
0
円
引
き
上
げ
）
と

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
支
出
の

精
査
等
で
赤
字
幅
を
若
干
圧
縮
で

き
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
等
に
よ

り
医
療
費
が
高
水
準
で
伸
び
た
こ

と
等
も
影
響
し
、
決
算
で
は
実
質

収
支
で
マ
イ
ナ
ス
2
4
7
7
円

（
月
額
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。

24
年
度
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
歳
入
で
は

22
年
度
に
行
な
わ
れ
た
所
得
調
査

の
結
果
が
24
年
度
か
ら
補
助
金
に

反
映
さ
れ
ま
す
。
前
回
調
査
よ
り

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
平
均
所

得
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
定

率
補
助
の
補
助
率
は
か
ろ
う
じ
て

32
％
（
最
高
率
）
を
維
持
し
ま
し

た
が
、
普
通
調
整
補
助
金
は
大
幅

な
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

歳
出
で
は
医
療
費
の
増
加
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
・
前
期
高
齢
者

納
付
金
の
負
担
増
に
よ
り
、
21
年

度
か
ら
実
質
収
支
の
赤
字
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ
禍

で
組
合
員
・
家
族
が
苦
し
い
中
、

極
力
保
険
料
を
値
上
げ
し
な
い
よ

う
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
24
年
度

の
保
険
料
を
据
え
置
き
と
し
た
場

合
、
実
質
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
53
億

8
千
万
円
、
1
世
帯
あ
た
り
マ
イ

ナ
ス
5
5
3
8
円
（
月
額
）
と
、

更
な
る
財
政
運
営
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
、
保
険
料
の
大
幅
引
き
上
げ

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
物
価
高
に
よ
る
実

質
賃
金
の
低
下
、
資
材
高
騰
等
に

よ
る
厳
し
い
生
活
状
況
を
考
慮
す

る
と
、
歳
入
不
足
を
全
額
保
険
料

で
充
当
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
財
政
余

力
を
活
用
し
、
可
能
な
限
り
負
担

を
抑
え
、
24
年
度
の
保
険
料
は
1

世
帯
あ
た
り
平
均
9
0
7
円（
月

額
）
の
引
き
上
げ
と
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
国
か
ら
課
さ

れ
る
介
護
納
付
金
か
ら
国
庫
補
助

金
を
除
い
た
額
を
40
歳
か
ら
64
歳

の
被
保
険
者
で
負
担
し
ま
す
。
介

護
納
付
金
は
介
護
保
険
で
給
付
さ

れ
る
介
護
費
で
あ
り
、
超
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
、
増
大
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
更
に
普
通
調

整
補
助
金
の
減
額
の
影
響
も
ふ
ま

え
、
1
人
あ
た
り
5
0
0
円
（
月

額
）
の
引
き
上
げ
と
し
ま
す
。

引
き
続
き
適
正
な
事
業
運
営
を

行
な
い
、
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
は
じ
め
と
し
た
保
健
事
業
に
よ

っ
て
被
保
険
者
の
健
康
増
進
を
図

る
こ
と
で
医
療
費
の
上
昇
を
抑

え
、
保
険
料
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
留
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

25
年
度
の
保
険
料
は
、
24
年
度

の
財
政
運
営
、
組
合
会
議
員
か
ら

の
提
言
等
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
24
年
度
保
険
料
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
何
卒
、
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

24
年
度
の
事
業
の
特
徴
点
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

①
育
児
休
業
保
険
料
免
除
制
度
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
子
が
1
歳
に

な
る
ま
で
の
連
続
し
た
休
業
期
間

を
対
象
と
し
ま
し
た
が
、
24
年
度

か
ら
は
2
回
ま
で
の
分
割
取
得
を

可
能
と
す
る
ほ
か
、
男
性
組
合
員

の
育
児
休
業
保
険
料
免
除
を
最
長

3
カ
月
か
ら
子
が
1
歳
に
な
る
ま

で
拡
充
し
ま
す
。

②
法
人
事
業
所
及
び
従
業
員
5
人

以
上
の
個
人
事
業
所
の
算
定
基
礎

届
の
提
出
と
と
も
に
、
外
注
・
手

間
請
け
、
及
び
日
当
で
働
き
事
業

所
に
所
属
し
な
い
組
合
員
の
就
業

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

③
24
年
12
月
2
日
以
後
は
、
新
規

の
保
険
証
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
、
保
険
証
の

代
わ
り
に
「
資
格
確
認
書
」
を
発

行
し
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
医

療
が
受
け
ら
れ
る
手
立
て
を
講
じ

ま
す
。

④
40
歳
以
上
の
女
性
被
保
険
者
を

対
象
に
、
支
部
が
集
団
健
診
な
ど

で
オ
プ
シ
ョ
ン
の
乳
が
ん
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
査
の
受
診
者
負

担
分
を
補
助
し
て
い
る
場
合
、
支

部
が
負
担
し
た
実
費
を
補
助
し
ま

す
。
女
性
の
健
診
受
診
率
・
乳
が

ん
検
査
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

⑤
3
年
連
続
で
健
診
の
受
診
が
確

認
で
き
な
い
事
業
主
に
対
し
、
事

業
所
健
診
結
果
提
供
補
助
金
の
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
制
度
の

周
知
を
行
な
う
こ
と
で
、
受
診
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑥
特
定
保
健
指
導
の
派
遣
型
実
施

機
関
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
電
話

勧
奨
の
対
象
者
を
拡
大
し
、
利
用

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑦
自
発
的
な
健
康
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
、
ク
ピ
オ
プ
ラ
ス
・
け
ん

チ
ャ
レ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
拡
大

を
図
り
ま
す
。
ク
ピ
オ
プ
ラ
ス
は

24
年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
変

更
す
る
予
定
で
す
。
利
用
環
境
が

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
ア
プ
リ
に

移
行
し
、
簡
単
に
登
録
・
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
け
ん
チ
ャ
レ

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
記
録
票
に
限
ら

ず
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
プ
リ
の
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
メ
ー
ル
送
信

等
、
提
出
方
法
を
拡
大
し
、
参
加

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑧
5
年
に
1
回
の
「
し
ご
と
・
く

ら
し
・
健
康
に
関
す
る
実
態
調
査
」

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
実
施
し

ま
す
。
組
合
員
・
家
族
の
健
康
意

識
・
生
活
実
態
を
調
査
す
る
も
の

で
、
回
答
は
ウ
ェ
ブ
経
由
と
し
、

回
答
者
に
は
謝
礼
と
し
て
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
券
を
進

呈
し
ま
す
。

2
0
0
9
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
が
ん
哲
学
外
来
」
が
15
周
年
と

な
り
、
担
当
医
の
樋
野
興
夫
先
生

（
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
）
に
、

「
正
論
よ
り
配
慮
〜
賢
明
な
胆
力

〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
塩
野
副
理
事

長
か
ら
「
今
回
の
保
険
料
の
引
き

上
げ
は
、
本
当
に
心
苦
し
い
。
今

後
も
丁
寧
な
説
明
を
つ
く
し
、
ご

理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
運
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
出
さ
れ
た
意
見
を
真
摯
に
受

け
と
め
、
魅
力
あ
る
土
建
国
保
に

し
て
い
く
」
と
結
び
の
言
葉
が
あ

り
、
第
1
3
8
回
国
保
組
合
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

2
月
27
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
、
第
1
3
8
回
国
保
組
合
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
会

議
員
・
理
事
・
監
事
・
顧
問
が
、
委
任
を
含
め
54
人
出
席
し
、
2
0
2
4
年
度
事
業
計
画
及
び
歳
入

歳
出
予
算
案
、
保
険
料
の
改
定
案
、
組
合
規
約
の
一
部
改
正
案
、
な
ら
び
に
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
）
の
た
め
の
実
践
計
画
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
上
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長

石
村

英
明

下
記
に
よ
り
、
東
京
土
建
国

民
健
康
保
険
組
合
第
1
3
9
回

組
合
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
日
時

2
0
2
4
年
4
月

1
日
（
月
）
午
後
4
時
30
分

開
会

一
、
場
所

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
3
階
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

一
、
議
題

役
員
改
選

事
業
継
続
と
安
定
運
営
の
た
め

２４
年
度
保
険
料
引
き
上
げ

組合会のようす
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保保
険険
証証
のの
更更
新新

今
月
は
、
各
支
部
で
2
0
2
4

年
度
の
保
険
証
交
付
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
年
度
の
保
険
証

を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
家
族
全

員
分
が
揃
っ
て
い
る
か
、
氏
名
や

住
所
、
生
年
月
日
等
に
誤
り
が
な

い
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
証
が
入
っ
て
い
る

封
筒
に
は
、
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
シ

ー
ル
」
や
、
体
重
・
血
圧
等
を
記

録
す
る
こ
と
で
ク
オ
カ
ー
ド
が
も

ら
え
る
「
け
ん
チ
ャ
レ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
案
内
チ
ラ
シ
と
裏
面
の
記

録
票
等
も
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

所
属
の
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
12
月
2
日
か
ら
、
紙
の

保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
原
則
マ
イ

ナ
保
険
証
と
な
る
制
度
が
始
ま
り

ま
す
が
、
今
回
交
付
す
る
保
険
証

は
、
2
0
2
5
年
3
月
ま
で
使
用

で
き
ま
す
。

家家
族族
がが
社社
保保
加加
入入
しし

たた
とと
きき
はは
届届
出出
をを

加
入
し
て
い
る
家
族
が
就
職
し

た
、
勤
務
先
で
の
就
業
時
間
が
増

え
た
等
に
よ
り
社
会
保
険
に
加
入

し
た
場
合
は
、
土
建
国
保
の
資
格

を
喪
失
す
る
手
続
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
を
取
得
し
た
日
か
ら
14

日
以
内
に
、
所
属
の
支
部
へ
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
納
付
い
た

だ
い
た
保
険
料
を
返
還
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
保
険
証

で
か
か
っ
た
医
療
費
を
返
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
書
類
や
手
続
方

法
に
つ
い
て
は
、
所
属
の
支
部
ま

た
は
国
保
組
合
資
格
課
（
0
3
―

5
3
4
8
―
2
9
8
8
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土土
建建
国国
保保
ガガ
イイ
ドド
のの

配配
布布

2
0
2
4
年
度
版
「
土
建
国
保

ガ
イ
ド
」
を
、
3
月
の
保
険
証
交

付
会
等
で
新
し
い
保
険
証
と
一
緒

に
お
渡
し
し
ま
す
。
土
建
国
保
ガ

イ
ド
に
は
、
国
保
組
合
の
給
付
金

や
健
診
等
の
事
業
案
内
を
詳
し
く

掲
載
し
て
い
る
他
、「
健
康
診
査

（
契
約
外
）
補
助
金
」、
「
宿
泊
旅

行
補
助
金
」
や
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
補
助
金
」
の
申
請
書

と
、
「
け
ん
チ
ャ
レ
プ
ロ
グ
ラ
ム

記
録
票
」を
綴
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。万
が
一
、

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
所

属
の
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。


